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【公表番号】特表2008-502789(P2008-502789A)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月9日(2008.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラフト化したフルオロエラストマーであって、前記フルオロエラストマーが、モノフ
ェノールを介して前記グラフト化したフルオロエラストマー上の炭素原子に結合させた複
数の側基を有し、前記グラフト化したフルオロエラストマーが、求核性末端基を実質的に
含まず、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０未満であることを特徴とす
るグラフト化したフルオロエラストマー。
【請求項２】
　グラフト化可能なフルオロエラストマー組成物であって、求核性末端基を実質的に含ま
ないポリヒドロキシ硬化性フルオロエラストマー；モノフェノールグラフト化剤；促進剤
；および酸受容体を含み、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０未満であ
ることを特徴とする組成物。
【請求項３】
　グラフト化したフルオロエラストマーを作製するための方法であって、
　ａ）バルクで、ｉ）求核性末端基を実質的に含まないポリヒドロキシ硬化性フルオロエ
ラストマーゴムと、ｉｉ）側基を有するモノフェノール、ｉｉｉ）促進剤、およびｉｖ）
酸受容体を混合して、グラフト化可能なフルオロエラストマー組成物を形成するステップ
と、
　ｂ）前記グラフト化可能な組成物を８０℃～２５０℃の温度で加熱し、それによってモ
ノフェノールを介して前記グラフト化したフルオロエラストマー上の炭素原子に結合させ
た複数の側基を有するグラフト化したフルオロエラストマーを生成するステップであって
、前記グラフト化したフルオロエラストマーは、求核性末端基を実質的に含まず、１３５
℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０未満であるステップとを含むことを特徴と
する方法。
【請求項４】
　グラフト化したフルオロエラストマーを作製するための方法であって、
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　ａ）バルクで、８０°～２５０℃の温度で、ｉ）求核性末端基を実質的に含まないポリ
ヒドロキシ硬化性フルオロエラストマーゴムと、ｉｉ）側基を有するモノフェノール、ｉ
ｉｉ）促進剤、およびｉｖ）酸受容体を混合して、モノフェノールを介して前記グラフト
化したフルオロエラストマー上の炭素原子に結合させた複数の側基を有するグラフト化し
たフルオロエラストマーを形成するステップであって、前記グラフト化したフルオロエラ
ストマーは、求核性末端基を実質的に含まず、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘
度が１６０未満であるステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　グラフト化したフルオロエラストマーをポリヒドロキシ硬化性フルオロエラストマーゴ
ムから作製するための方法であって、
　ａ）バルクで、８０°～２５０℃の温度で、ｉ）求核性末端基を実質的に含まないポリ
ヒドロキシ硬化性フルオロエラストマーゴムと、ｉｉ）促進剤、およびｉｉｉ）酸受容体
を、グラフト化剤の不存在下に混合して、不飽和フルオロエラストマーを形成するステッ
プと、
　ｂ）ｉ）前記不飽和フルオロエラストマー組成物と、ｉｉ）側基を有するモノフェノー
ル、ｉｉｉ）促進剤、およびｉｖ）酸受容体を混合して、グラフト化可能な組成物を形成
するステップと、
　ｃ）前記グラフト化可能な組成物を８０℃～２５０℃の温度で加熱し、それによってモ
ノフェノールを介して炭素原子に結合させた複数の側基を有するグラフト化したフルオロ
エラストマーを生成するステップであって、前記グラフト化したフルオロエラストマーは
、求核性末端基を実質的に含まず、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０
未満であるステップとを含むことを特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　表Ｘの結果から、本発明の組成物である試料９、９Ｍ、１０、１０Ｍ、および１１はす
べて、有用なレベルのペルオキシド硬化応答を示すことが示唆されている。ミルグラフト
化した試料９Ｍおよび１０Ｍは、対応する二軸スクリューでグラフト化した組成物より遅
く、かつ低いレベルのトルクに硬化した。試料１１から、３，３，３－トリフルオロプロ
ペンなどのフェノール反応性部分が存在する限り、ＶＦ２がポリマー主鎖に存在する必要
はないことが分かる。
　なお、本発明の好ましい態様としては以下のものを挙げることができる。
１．グラフト化したフルオロエラストマーであって、前記フルオロエラストマーが、モノ
フェノールを介して前記グラフト化したフルオロエラストマー上の炭素原子に結合させた
複数の側基を有し、前記グラフト化したフルオロエラストマーが、求核性末端基を実質的
に含まず、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０未満であることを特徴と
するグラフト化したフルオロエラストマー。
２．前記側基が、ビニル、アリル、アクリレート、アミド、スルホン酸塩、ピリジン、カ
ルボン酸エステル、およびカルボン酸塩基からなる群から選択されることを特徴とする１
に記載のグラフト化したフルオロエラストマー。
３．前記フルオロエラストマーが、ｉ）フッ化ビニリデンとヘキサフルオロプロピレンの
コポリマー；ｉｉ）フッ化ビニリデンと、ヘキサフルオロプロピレン、およびテトラフル
オロエチレンのコポリマー；ｉｉｉ）フッ化ビニリデンと、パーフルオロ（アルキルビニ
ルエーテル）、２－ヒドロペンタフルオロエチレン、およびテトラフルオロエチレンのコ
ポリマー；ｉｖ）テトラフルオロエチレンと、プロピレン、および３，３，３－トリフル
オロプロペンのコポリマー；ならびにｖ）エチレンと、テトラフルオロエチレン、パーフ
ルオロ（メチルビニルエーテル）、および３，３，３－トリフルオロプロピレンのコポリ
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マーからなる群から選択されることを特徴とする１に記載のグラフト化したフルオロエラ
ストマー。
４．グラフト化可能なフルオロエラストマー組成物であって、求核性末端基を実質的に含
まないポリヒドロキシ硬化性フルオロエラストマー；モノフェノールグラフト化剤；促進
剤；および酸受容体を含み、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０未満で
あることを特徴とする組成物。
５．前記フルオロエラストマーが、ｉ）フッ化ビニリデンとヘキサフルオロプロピレンの
コポリマー；ｉｉ）フッ化ビニリデンと、ヘキサフルオロプロピレン、およびテトラフル
オロエチレンのコポリマー；ｉｉｉ）フッ化ビニリデンと、パーフルオロ（アルキルビニ
ルエーテル）、２－ヒドロペンタフルオロエチレン、およびテトラフルオロエチレンのコ
ポリマー；ｉｖ）テトラフルオロエチレンと、プロピレン、および３，３，３－トリフル
オロプロペンのコポリマー；およびｖ）エチレンと、テトラフルオロエチレン、パーフル
オロ（メチルビニルエーテル）、および３，３，３－トリフルオロプロピレンのコポリマ
ーからなる群から選択されることを特徴とする４に記載のグラフト化可能なフルオロエラ
ストマー組成物。
６．前記モノフェノールグラフト化剤が、２－メトキシ－４－アリルフェノール；２－ア
リルフェノール；２，５－ジアリルフェノール；ｐ－アセトアミドフェノール；ｍ－ヒド
ロキシ－Ｎ－メチルアセトアニリド；ｐ－ヒドロキシメチル安息香酸フェニルエステル；
ヒドロキシ安息香酸フェニルエステル；３－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸フェニルエステ
ル；ビスフェノールのモノアクリル酸エステル；ジヒドロキシベンゼンのモノアクリル酸
エステル；ジヒドロキシナフタレンのモノアクリル酸エステル；４－ヒドロキシスチレン
；ビスフェノールＡＦのモノアリルエーテル；およびビスフェノールＡＦのモノビニルエ
ーテルからなる群から選択されることを特徴とする４に記載のグラフト化可能なフルオロ
エラストマー組成物。
７.前記促進剤が、第四級アンモニウム塩、第四級ホスホニウム塩、および第三級スルホ
ニウム塩からなる群から選択されることを特徴とする４に記載のグラフト化可能なフルオ
ロエラストマー組成物。
８．前記酸受容体が、金属酸化物、金属水酸化物、およびその混合物からなる群から選択
されることを特徴とする４に記載のグラフト化可能なフルオロエラストマー組成物。
９．グラフト化したフルオロエラストマーを作製するための方法であって、
　ａ）バルクで、ｉ）求核性末端基を実質的に含まないポリヒドロキシ硬化性フルオロエ
ラストマーゴムと、ｉｉ）側基を有するモノフェノール、ｉｉｉ）促進剤、およびｉｖ）
酸受容体を混合して、グラフト化可能なフルオロエラストマー組成物を形成するステップ
と、
　ｂ）前記グラフト化可能な組成物を８０℃～２５０℃の温度で加熱し、それによってモ
ノフェノールを介して前記グラフト化したフルオロエラストマー上の炭素原子に結合させ
た複数の側基を有するグラフト化したフルオロエラストマーを生成するステップであって
、前記グラフト化したフルオロエラストマーは、求核性末端基を実質的に含まず、１３５
℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０未満であるステップとを含むことを特徴と
する方法。
１０．前記混合ステップＡ）が、８０℃未満の温度で行われることを特徴とする９に記載
の方法。
１１．前記加熱ステップＢ）を、穏やかに混合しながら実施することを特徴とする９に記
載の方法。
１２．前記加熱ステップＢ）は、１３０℃～２００℃の温度までであることを特徴とする
９に記載の方法。
１３．グラフト化したフルオロエラストマーを作製するための方法であって、
　ａ）バルクで、８０°～２５０℃の温度で、ｉ）求核性末端基を実質的に含まないポリ
ヒドロキシ硬化性フルオロエラストマーゴムと、ｉｉ）側基を有するモノフェノール、ｉ
ｉｉ）促進剤、およびｉｖ）酸受容体を混合して、モノフェノールを介して前記グラフト
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化したフルオロエラストマー上の炭素原子に結合させた複数の側基を有するグラフト化し
たフルオロエラストマーを形成するステップであって、前記グラフト化したフルオロエラ
ストマーは、求核性末端基を実質的に含まず、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘
度が１６０未満であるステップを含むことを特徴とする方法。
１４．グラフト化したフルオロエラストマーをポリヒドロキシ硬化性フルオロエラストマ
ーゴムから作製するための方法であって、
　ａ）バルクで、８０°～２５０℃の温度で、ｉ）求核性末端基を実質的に含まないポリ
ヒドロキシ硬化性フルオロエラストマーゴムと、ｉｉ）促進剤、およびｉｉｉ）酸受容体
を、グラフト化剤の不存在下に混合して、不飽和フルオロエラストマーを形成するステッ
プと、
　ｂ）ｉ）前記不飽和フルオロエラストマー組成物と、ｉｉ）側基を有するモノフェノー
ル、ｉｉｉ）促進剤、およびｉｖ）酸受容体を混合して、グラフト化可能な組成物を形成
するステップと、
　ｃ）前記グラフト化可能な組成物を８０℃～２５０℃の温度で加熱し、それによってモ
ノフェノールを介して炭素原子に結合させた複数の側基を有するグラフト化したフルオロ
エラストマーを生成するステップであって、前記グラフト化したフルオロエラストマーは
、求核性末端基を実質的に含まず、１３５℃でＭＬ（１＋１８）のムーニー粘度が１６０
未満であるステップとを含むことを特徴とする方法。
１５．前記フルオロエラストマーゴムが、ｉ）フッ化ビニリデンとヘキサフルオロプロピ
レンのコポリマー；ｉｉ）フッ化ビニリデンと、ヘキサフルオロプロピレン、およびテト
ラフルオロエチレンのコポリマー；ｉｉｉ）フッ化ビニリデンと、パーフルオロ（アルキ
ルビニルエーテル）、２－ヒドロペンタフルオロエチレン、およびテトラフルオロエチレ
ンのコポリマー；ｉｖ）テトラフルオロエチレンと、プロピレン、および３，３，３－ト
リフルオロプロペンのコポリマー；ならびにｖ）エチレンと、テトラフルオロエチレン、
パーフルオロ（メチルビニルエーテル）、および３，３，３－トリフルオロプロピレンの
コポリマーからなる群から選択されることを特徴とする９～１４のいずれか一項に記載の
方法。
１６．前記モノフェノールが、２－メトキシ－４－アリルフェノール；２－アリルフェノ
ール；２，５－ジアリルフェノール；ｐ－アセトアミドフェノール；ｍ－ヒドロキシ－Ｎ
－メチルアセトアニリド；ｐ－ヒドロキシメチル安息香酸フェニルエステル；ヒドロキシ
安息香酸フェニルエステル；３－ヒドロキシ－２－ナフトエ酸フェニルエステル；ビスフ
ェノールのモノアクリル酸エステル；ジヒドロキシベンゼンのモノアクリル酸エステル；
ジヒドロキシナフタレンのモノアクリル酸エステル；４－ヒドロキシスチレン；ビスフェ
ノールＡＦのモノアリルエーテル；およびビスフェノールＡＦのモノビニルエーテルから
なる群から選択されることを特徴とする９～１５のいずれか一項に記載の方法。
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